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　この研究は，韓国の公州大学の金温植教授と趙泰環教
授の協力を得て，Rosenberg自己評価テストを使って，
日韓両国の高校生の自己評価を比較するために企画され
たものである。この線に沿って1991年中に，日本と韓国
の以下の高校で調査を実施し，資料を回収した。
　日本の高校
　M大学付属高校（東京）　　1年男子139人
　K大学付属高校（京都）　　2年女子130人
韓国の高校
K大学付属高校　　2年男子　55人
F高校　　　　　　1年男子　43人
　　　　　　　　　1年女子88人
なおこの調査には，Rosenbergテストに加えて次の
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調査項目を加えて実施した。日本文の調査項目だけを参
考のために，次にのせておぎたい。
学年　　　　年齢　　　　男・女
1　次のうち自分の考えに該当する項目には○，しない
　項目には×，どちらともいえない項目には△を（）
　の中に入れて下さい。
　（　）男は仕事，女は家庭という考え方に同感です。
　（）現在職場で男女の地位は平等になっていると思
　　　　います。
　（）正しい人は必ず栄えると思います。
　（）人生は価値あるものと思っています。
　（）死後の世界はあると思っています。
　（）宗教は私にとって大きな安らぎです。
　（）超能力の存在を信じています。
2　あなたの生きがいは次のどれですか。順位をつけて
　下さい。
　（　）父親　　（　）母親　　（　）友達　　（　）恋人
　（）仕事
3　次の国についてあなたの好きな順位をつけて下さ
　い。
　（）アメリカ合衆国　（）ソビエト　（　）中国
　（　）韓国　（　）台湾　（　）日本　（　）フラソス
　（）イギリス　（）カナダ（）オーストラリア
　（　）ドイツ　（　）インド　（　）シンガポール
　（）イラン　（）ブラジル　（）北朝鮮
　（）ポーランド
4　今まで次の段階で楽しかったと思う順位を両側につ
　けて下さい。その理由を簡単に述ぺて下さい。
理由 （）幼稚園（）理由
（）小学校（）
（）中学校（）
（　）高等学校（　）
